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※ 途中の式や思考過程はそのままにしておくこと。 

 
1. 次の各式について、y を x で微分しなさい。 

① y = 3x2 − 4x + 5 

 

 

 

② y = 2x3 − 5x2 + 20 

 

 

 

③ y = 3x4 − 2x2 + 6x + 4 

 

 

 

④ y = x3 − 5x + 8 

 
 

 

2. 次の 2 次関数を最小または最大にする𝑥の値と、最小値または最大値を微分を用いて求めなさい。 
① 𝑦 = 𝑥2 − 4𝑥 + 5 

 

 

 

 

② 𝑦 = 𝑥2 + 6𝑥 + 2 
 

 

 

 

③ 𝑦 = −𝑥2 − 4𝑥 + 1 
 

 

 

 

④ 𝑦 = −2𝑥2 + 5𝑥 − 4 



3. 次の 3 次関数を極小・極大にする𝑥の値と、極小値・極大値を求めなさい。 

① 𝑦 = 𝑥3 − 6𝑥2 + 9𝑥 + 4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 𝑦 = −2
3
𝑥3 + 3𝑥2 − 4𝑥 + 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 企業の生産するある商品の利潤(もうけ)を考えると、利潤(π)＝売上－総費用と求められる。 
ここで、売上は、価格×数量(q)として求められる。 
総費用(C)が、数量(q)の関数として、C = 𝑞3 − 6𝑞2 − 5𝑞 − 120としてあらわされ、この商品の価格が 10
であるとき、この商品の利潤を最大にする生産量(q)と、そのときの利潤(π)を求めよ。 

 


